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『SOHO』という言葉を聞いたことがあるだろうか？

米国ではすでにビジネス誌でも紹介されている、新しい仕事のスタイルを表す語である。

今年の7月に幕張メッセで開催されたコンピュータネットワーク最大のイベント「ネットワールド＋インターロップ」

の会場でも『SOHO用ハードウェア』なるカテゴリの製品が登場してきた。

そして、話題沸騰のオペレーティングシステムであるウィンドウズ95など、

SOHOを意識したオペレーティングシステムまでも登場してきたのだ。

それではこの『SOHO』とはなんなのだろうか？すでにSOHOを実践している人の事例をはじめ、

実現するためのハードウェア、ソフトウェアを紹介しながら、『SOHO』のコンセプトに迫っていこう。

080 INTERNET MAGAZINE 1995/11 インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET MAGAZINE 1995/11 081

OO
OHOOHO

OHOOOO
インターネットマガジン編集部 編
●執筆協力 今泉 洋（本誌シニアコラムニスト）井上尚司（本誌アドバイザースタッフ）山田祥平（フリーライター）

特集
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「SOHO（ソーホー）」と聞いて、「ああマ

ンハッタンの、アーティストのロフトがある

地域のことね」というのは80年代から抜け

出ていない人のセリフ。90年代の「SOHO」

とは「Small Office/Home Office」の頭文

字をとった、文字通り少人数のオフィスあ

るいは自宅におかれたオフィスのことだ。

●SOHO？

この言葉が初めて米国のメディアに登場

したのは2年ほど前。93年の末にBusiness

Week誌 と PC World誌 が 相 次 い で

「SOHO広告特集」を組んだことに始まる。

当時のPC World誌は「1996年には全米で

販売されるPCの55％がSOHOマーケット

で吸収され、この売り上げは155億ドル以

上になる。SOHOマーケットを獲得するこ

とは、情報関連企業にとって非常に重要な

課題になる」と予測している。両誌が翌年

にも４回にわたって広告特集を組んだこと

からも当時、いかにコンピュータ、通信、

オフィス機器などのメーカーが新しい市場

としてSOHOに期待していたかが分かる。

それから2年。コンピュータやモデム、携

帯電話、FAXなどの低価格化と高機能化、

インターネットの普及や通信料金の値下げ

競争などによって、米国ではさらにSOHO

化の流れが加速しているという。

民間調査機関の調べによれば、現在米国

では4110万人以上もの人々が何らかの形

で家庭のオフィスで仕事をしている（自宅

勤務という形をとっている企業従業員がお

よそ760万人、自宅で自営業を営む者が

2430万人、会社終業後に何らかのサイド

ジョブを持って家庭で働く者920万人）。ま

た、95年末には全米家庭の44％、4300万

人がホームオフィスでサイドジョブや事業

をすることになるという予想もある。

●サテライトオフィスとどう違う

日本でもかつてオフィスのスタイルを変

えようという動きが見られた時期があった。

「サテライトオフィス」あるいは「リモート

オフィス」という構想だ。

都心のオフィス家賃の高騰に耐えかねた

企業が都心を離れた場所にオフィスを設け、

通信回線で本社とリンクする。一方、社員は

職住接近で通勤地獄から解放されるという

一石二鳥の目論見だった。しかし「常に顔

を合わせていないと仕事にならない」という

日本のスタイルがこうした環境に馴染まず、

芳しい成果を上げられなかったようだ。

一方、米国の企業はこれを一気に飛び越

えて（？）、テレコミューティングやワーキ

ング・フロム・ホームという方向に動いた。

レイオフなど経営の合理化が一段落した

後、AT&T、Holiday Inn、IBMといった

大企業は、従業員にホームオフィスで働く

ことを奨励し始めたのである。こうした背

景には、90年の空気浄化法による単身自

動車通勤の規制や社有駐車施設制限への

対応、ワークフォースを確保しながら大規

模なオフィス設備のオーバーヘッドを減ら

したいという企業の考えがあったようだ。

オフィス作業に必要な機器の値下り・機

能の向上と廉価な通信環境の普及がホーム

オフィス開設の費用を劇的に引き下げる。

一方で企業は合理化策としてのテレコミュ

ーティングを奨励。その結果、より多くの

従業員がホームオフィスで快適に働けるよ

うになり、同時に企業は高い生産性を手に

する、という相乗的な関係ができあがって

いく。これに加えて、レイオフされた何千

もの独エクゼクティブたちが独立コンサル

タントやブローカー、財務アドバイザーと

して新しい人生を歩み始めたこともSOHO

化の流れを加速したものと思われる。

●モバイルコンピューティングとどう違う

最近注目されているキーワードの1つに、

ラップトップコンピュータやPDAを使う「モ

バイルコンピューティング」というものがあ

る。ワーキングスタイルという視点からとら

えると移動オフィスということになるかもし

れない。だが、これはSOHOというよりも、

現場のセールス担当と本社機能の連携強化

という側面が強い。

これに対してSOHOは、小さなオフィス

や家庭の中に、高い知的生産性を求められ

る作業やクリエイティブワーク、あるいは

事務処理を行うオフィスとしての「場」を

きちんと作り上げてしまうものだ。

SOHOのガイドブックや解説記事では、

来客用のセカンドベッドルームや地下室な

どを改装してワークエリアを作ることを勧

めている。米国では住宅を購入した後、自

分でこつこつと手を入れて不動産価値を上

げて売却するということがよく行われるが、

こうした設備が高く査定されることも多く

なっているという。

SOHOSOHO
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●新しいワーキングスタイルとしてのSOHO

アメリカは今、ワーキングスタイルの大

きな変革期にある。80年代に仕事中毒・

上昇志向といわれた世代が、ミーイズムか

ら家庭志向に転向し、自分の才能を活か

して充実した生活を送ろうとしている。21

世紀に向かって、そうしたライフスタイル

実現の場としてのホームオフィスは着実に

増加するだろう、と言われている。

考えてみると、ホームオフィスにはたく

さんメリットがあることに気づく。仕事に

かかるまえに体力と精神力を消耗させる通

勤時間はゼロ。カジュアルな服装で楽に仕

事ができる。もし本当に仕事として要求さ

れるものが知的生産性であれば、これほど

余計なストレスのかからないワーキングス

タイルはない。

しかし実際のところ、SOHOの快適さは

仕事に対する責任の大きさの裏返しでもあ

る。会社勤めでは集団の中に隠してしまえ

る責任が、すべて自分1人にかかってくる。

ホームオフィスを効率的に運営しようとす

ると、きちんとした時間管理や計画が必要

になる。自己管理を徹底するしかないのだ。

日本の劣悪な住環境では、独力で米国

のようなホームオフィスを実現するのは難

しいかもしれない（もう一方の劣悪な環境、

通勤事情やオフィス環境を考えると、企業

のSOHO化推進は不可避だとも思えるのだ

が……）。しかし、パソコンなどの情報機

器とインターネットのような情報チャンネ

ルを組み合わせて使えば、これまで大企業

でしかできなかったことが、小さなオフィ

スあるいはホームオフィスでも可能になる。

かつてであれば、生活の安定と引き換え

に嫌々ながら企業勤めを続けるのも方便だ

ったかも知れないが、会社はいつまで身分

を保証してくれるか分からなくなってきた。

何か本当にやりたいことがあるなら、自

分一人で、あるいは仲間と一緒に、それを

スタートするための舞台装置は揃いつつあ

る。それがSOHOなのだ。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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特集を読むまえに・・・あなたはSOHOに向いているか？！

●あてはまるものに✔をつけてください（結果はこのページの下に書いてあります）。

インターネットマガジンを読んでいる

自分のことは自分でやるタイプだ

満員電車はイヤだ

通勤時間がもったいないと思う

自分の時間を大事にしたいと思っている

好奇心の強いほうだ

休みにはきちんと自分のやりたいことをや

る

長時間の会議は無駄だと思う

電話料金はあまり気にしない／通信費を

かなり使うほうだ

オフィスのレイアウトなど、ついつい口を

出してしまう

ファイル整理は得意だ

自分でも明るい性格だと思う

自宅に好きに使える部屋がある

文書表現はうまい方だ（伝言を文書にす

るのに苦労しない）

どうせ仕事するなら快適にやりたいと常

に思っている

会社はネットワーキングに関して理解が

ある方だ

仕事は事務系だ

打ち合わせより自分1人で仕事をするこ

とが多い

アイディアが勝負のビジネスをやっている

会社に自分の辞書などを持ってきている

共稼ぎで、昼間はだれも家にいない

職業はフリーランスだ

複数の企業と契約をしている、あるいは

常に複数の企業から依頼がある

仕事でワープロあるいはパソコンを頻繁に

使っている

仕事や趣味でFAXやパソコン通信、イン

ターネットなどを使っている

仕事の打ち合わせは電話か電子メールで

してしまうことが多い

ニュース番組は必ず見る

好きな仕事をやっていると思う

日曜日に、ふと会社のマシンのファイル

が気になってしまう

ついつい思い付いたことをメモするクセが

ある

もう大部屋制度を採用する企業は時代遅

れだと思っている

少し会社から離れたほうが客観的に考え

られると思う

会議のまとめがうまく、議事録作成をま

かされることが多い

新しい電子文具が出ると、必ずチェック

してみる

会社を辞めても結構やっていけそうな状

態だ

会社員だが、時々物書きなどのアルバイ

トを頼まれる

音楽をかけていると仕事がはかどる

他人は他人。自分のペースでのんびりや

るほうがいい

いつかは自分のオフィスを持ちたいと思っ

ている

パソコンの設定は自分できる

ソフトの使い方は他人に習わなくても自

分でなんとかできる

会社は全館禁煙でストレスがたまる（自

分は喫煙者）またはその逆

会社帰りには必ず仲間と飲まないと気が

すまない質ではない

いつも人と会っていなくても心配でない

子どもはいないので、邪魔されずに自宅

でも仕事ができそうだ

仕事はテキパキとやってしまいたい

転職を考えたことがある

セールスなど人と会う仕事ではない

製造のラインの仕事ではない

不景気だからこそ、なにかチャレンジして

みたい

カミさんは専業主婦でない

会議が「仕事だ」っていう人は信じられ

ない

仕事に明確な目的がある

部下がいなくても仕事ができる

上司に信用されていると思う

会社にはインターネットがある

パソコンは清書マシンだと思わない

SOHO度テストの採点方法：質問に「イエス」と思うものにチェックしてください。チェッ
ク1つが1ポイントです。トータルのポイントがあなたのSOHO度です。計算したポイントはつ

ぎのような意味です。

51点以上：もうSOHOなしでは生きられない人
よくいままで会社で仕事していましたね。きっと息苦しかったに違いあり

ません。しかも効率も悪く、あなたの能力は十分活かしきれているとはと

うてい言えない状況ですね。さぁ、この特集を読み終わったら、会社に

さっそくSOHOを提案しましょう！

26点～50点：SOHO予備軍
本当はSOHOしてみたいのに、本当に仕事ができるのだろうかと

不安で、なかなか踏み出せないでいます。いまの仕事に満足して

いないなら、思いきってSOHOを検討してみましょう。きっとあ

なたの人生は大きく変わるかもしれません。

11点～25点：SOHOには賛成、でも自分では．．．
あなた自身はSOHOに向いているとは言い難いですが、SOHOを志向

している人への理解はかなりあると思われます。自ら実践するという

よりは、SOHO志向の人をサポートしてあげてはどうでしょう。

0点～10点：コテコテの会社人
あなたは旧来型の「会社」人ですね。せめてもの救いはコンピュータネッ

トワークに興味を持っていること。これからはこうしたSOHO志向の人も

現れてくるので、できるだけ広い心で見守ってあげる努力をしましょう。

【あなたのSOHO度はコレだ！】

✔

【SOHO必要度チェック】
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感におそわれることだろう。

一緒にいないということで、

インフォーマルな人間関係か

ら切り離される。仕事上の刺激

を同僚から受けにくくなり、視野

が狭くなったり、機密保持義務が厳

しくなってストレスが増えるかも知れない。

監視する上司がいないため、自分に甘えて

しまったり、逆にオ－バ－ワ－クになる可

能性もある。

一方、会社にとっての問題は、仕事の流

れや管理方法を変えなければならず、規則

が増加してしまうことだろう。

こうしたテレコミューター社員と会社の

関係を円滑にとり結ぶためには、制度整備

はもちろんだが、直接の上司や同僚の理解

が重要になってくる。なんといっても、自

分と会社のインターフェイスとなってくれ

るのは上司だし、自分がいないために苦労

を背負い込んでしまうかもしれないのは同

僚なのだから……。

そこでこのシステムを円滑に運用するた

めに、それぞれ話し合って共通のルールを

リストに作って確認しておこう。

管理者たる上司としては、その生産結果

を重視する。すなわち態度の代わりに目標

と結果を管理の重点項目とする。

また同僚はテレコミューター社員とコミ

ュニケーションをよくとり、彼が組織の一員

であることを思い起こさせるよう努力する。

テレコミューター社員は自律的な私生活

を心掛け、ホームオフィスでの仕事をきち

んとスケジュ－ル管理して、上司への報告

を怠らない。また、自分の仕事の世話を同

僚等に期待せず、自分自身で設定した業務

目標はきっちりと達成する。

まずは会社にテレコミューティングとい

う制度を認めさせることが必要だ。しかし

制度を硬直的にとらえるのではなく、関与

者それぞれがこういった運用ポリシーを尊

重し、いかに柔軟に運用していけるかが、

この新しいワーキングスタイルを成功に導

くカギになるのではないだろうか。

……とは言ってみたもの

の、現実を考えるとどこから

手をつけていいのか迷ってし

まうのは事実。それにどうやら

コンピュータやインターネットといっ

た技術は単なる支援装置にすぎず、

SOHO化を考えるうえでは他人や企業組

織とどう折り合いをつけるかというノウハウ

のほうが重要なようだ。

●仕事がやってくる、その前に

テレコミューティングとは、日本語で平

たく言えば在宅勤務。なんとなく暗いイメ

ージを持つ人もいるだろうが、モノは考え

ようだ。頭を切り替えて「仕事をしに行く

のではなく、自分のために仕事がわざわざ

会社からやってくるのだ」と考えると、な

んとなくスマートで楽しい感じになる？

しかし、自分と仕事の動きを入れ替えると

いうことは、今までの仕事や他人とのかか

わり方、仕事の進め方を根本から変えると

いうことでもある。オフィスでの自分、の役

割、全体の仕事の流れや方法、何がどう行

われているか……これまで“あたりまえ”と

思っていたことを改めて見直し、もし自分が

テレコミューティングした場合、それがどう

影響するのかを確認しておく必要がある。

これは結構大変な作業だ。しかし、「パ

ソコンを入れなきゃ時代に遅れるっていう

から、試しに1台入れてみるか」というよ

うなノリでテレコミューティングを導入す

るわけにはいかない。パソコンなら埃をか

ぶるだけですむが、今回は一人の社員（し

かも自分）の生活がかかってるのだから。

●お互いのメリットを考えてみる

まず考えなければならないのは、こうし

た制度を採用して自分と会社は何を実現し

ようとしているのか、ということだ。自分

と会社の双方にメリットをもたらす関係を

作るにはなにが必要だろう。少なくとも自
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分と会社の関係……自分はどういう業務を

仕事とするのか、どの範囲で責任をもち、

どういう役割を果たし、結果として何をも

たらすことが期待されるのか……をはっき

りさせておくことが必要不可欠だ。

一般に、社員にとってのテレコミューテ

ィングのメリットは、通勤時間が減少し、

電話や同僚に仕事を邪魔されず、ストレス

が減る。自分のコンディションに合わせて

集中的に働くことができるため、結果とし

て生産性が上がることだと言われる。

一方、会社が期待するメリットは（オフ

ィス費用の削減もあるかもしれないが）、優

れた人材採用のチャンス増大と、フレキシ

ブルな配置転換による生産性の向上だ。

キーワードは「生産性」。だが、ここで

問題になっている生産性とは、実は工業的

なアウトプット量の多寡ではなく、極端に

言えばリキんでいても出てこないひらめき

とその定着率なのだ。考えてみれば、家に

持ち込むのは工場ではなく、オフィスとい

う知識編集の場……だからこそ快適性にこ

だわっているわけだ。

●「DOs and DON'Ts」リスト

社員にとって快適なテレコミューティン

グを阻むものは何だろう。

最大の不安は、同僚から隔離された孤独

TELECOMMUTINGTELECOMMUTING

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



086 INTERNET MAGAZINE 1995/11

SOHOはアメリカ生まれの概念だ。いった

い本場アメリカではどのようにSOHOが

実践されているのだろうか？

いま話題の「パイプライン」というリモート

ルーターを開発し、日本での発売を開始

したアセンド・コミュニケーションズ社の

トップに、米国の様子と彼らの製品のセ

ールスポイントについて伺った。

アセンド社について教えてください。

アセンド社は1989年に設立されました。

設立に関わった者の1人はイーサネットの

スペックを作った人間で、ゼロックスや

DECにいました。そして、ターミナルアダ

プターの専門家でヘイズにいた人、モデム

の専門家でやはりヘイズにいた人、それに

IPのソフトウェアの専門家でした。このよ

うにアセンド社はイーサネットとISDNにつ

いての技術者が作った会社なのです。

日本と違い、米国ではISDNの普及はい

まひとつで、いきなりISDNの製品を中心

に出せたわけではありません。最初はビデ

オ会議のシステムである「マルチバンド」

というソフトを出したのです。テレコミュ

ニケーション、つまり離れていても通信で

きるということを目指そうとしていたわけ

です。ですから、シスコとかベイネットワ

ークなど、バックボーンのルーターのメーカ

ーと競合するメーカーではありません。

アセンド社が目指すものは何ですか？

それは、電話ではなく、データでコミュ

ニケーションできる機器を作りたかったの

です。つまり、営業所など離れたところで

も通信できるというものです。現在では、

目指したマーケットが確実にあったなと思

っています。そして、企業にデータでアク

セスできるというので新しいビジネスを考え

ています。それに、現在アメリカにあるイ

ンターネットプロバイダーのうちの26社が

COMMUNICATIONS, INC.ASCENDASCEND

当社の製品を使っています。

アセンドの製品、特にパイプライン25な
どは「SOHO（ソーホー）用機器」という
ところをウリにしていますが、「SOHO」
とはどういうことなのですか？

神戸の震災でもそうでしたが、ロサンゼ

ルスの震災でも、交通が分断されてオフィ

スに行けない人が出てきたわけです。モデ

ムでアナログ接続をやっていたけど時間は

かかるし、不安定さがつきまとうんですね。

ISDNは信頼性が高いですし、SOHO実現

の気運が高まったのです。

災害時以外でも、日常的には、大気汚

染とか交通事情とかの問題があり、会社に

一定のテレコミューターがいるという申請

をすると、州政府が税法的な優遇措置をし

てくれるのです。働いている女性の人など、

子どもの問題があったりして、自宅でやっ

たほうがいい人がいるわけです。もちろん、

朝型の人、夜型の人など、会社に行って９

時から5時まで働くというよりは、一定の

責任を果たせばいいというわけです。そう

すれば、生産性も高まってきますし、さき

ほどの税金の優遇の話もそうですけど、経

営者としては駐車場をはじめとして、建物

もこれ以上の人は通えないというくらいま

で削減をしているんです。大気汚染が問題

ですし、ハイウェイの問題を解決するのに、

自宅でできるならそちらでやりましょうと

いうようになってきています。私自身、自

宅からやっている部分も多いです。

アセンド社では何人くらいの人が働いて
いるのですか？そのうち何人がテレコミ
ューターですか？

急成長しているので正確にはいいにくい

のですが、従業員は200人くらいですね。

そのうちの25パーセントくらい、実際は50

パーセントから75パーセントの人間が自宅

から会社のコンピュータを利用できる環境

にありますね。セールスとかSEはその場所

にいなくったっていいわけですね。製造部

門の人はそれでは仕事になりませんけどね。

アセンド社では、定例会議はリモートオ

フィスからビデオコンファレンスでやるんで

す。SEはサンフランシスコなんですけど、

ロサンゼルス、ダレス、デンバーにいるエ

ンジニアに仕事を依頼したりしています。

日本でもSOHOに関する期待は高まっ
てきています。その理由の1つは、イン
ターネットを使っている多くの人が、イ
ンターネットで何ができるかがわかって
きたということがあるでしょう。そこで、
自宅のコンピュータと会社のコンピュー
タをつないでしまおうっていうことにな
ってきたんだと思います。日本のこうし

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET MAGAZINE 1995/11 087

た市場の期待をどのように考えていらっ
しゃいますか？

日本のSOHO市場はまだまだ胎内期では

ないでしょうか？　それはちょうどパーソ

ナルコンピュータが登場したころと似てい

て、ホスト中心の世界からパソコンをどう

使っていくかということを一部のエンジニ

アたちがやり始めましたが、それと同じよ

うな時期に来ていると思います。

ですから、現在は製品を売ることも重要

ですが、みんなにSOHOのアイデ

アを植え付けていく時期ではない

かと思っています。きっと日本でも1年か

ら3年の間に、SOHOという考えができる

ようになるのではないかと思います。日本

はネットワークも5年遅れているっていわれ

ていましたけれども、インターネットについ

ても1～2年遅れているっていう感じですよ

ね。ただ、1～2年遅れているっていっても、

インターネットの気運が高まって、SOHO

の気運も高まれば、1～2年の遅れなんてあ

っという間に縮まるのではないでしょうか？

これからSOHOに必要な機器っていうの
はどんなものがありますか？

当社の「パイプライン50」という製品と

比べて「パイプライン25」という製品がな

ぜいいかというと、アナログポートを2つ付

けただけなんだけど、いままでの自宅で働

いていたという感覚が、自分のうちに事務

所があるっていう感じになってきたんです

ね。つまり、自宅の電話はパーソナルで、

こっちは仕事っていう生活の切り分けがで

きるようになったんです。これは重要なこ

とです。それまでは、会社からすると電話

をしたりメールを送ったりするんだけど、自

宅でやっている側はちょっとじゃまかなな

んていう感じがあったのですが、事務所を

持っているような精神的な変化が大きく、

だんだん仕事に集中できるようになったん

ですね。アナログ2本というちょっとしたこ

となんですけど、精神的な分かれ目になる

んですね。

「パイプライン」という製品とモデムや

TAとの違いは、これらの製品はPCにつな

いで使うもので「頭脳」がないんですね。

でも「パイプライン」はソフトウェアによ

って、アクセスデバイスとして個別の動き

ができるんです。ソフトウェアを付け加え

れば新しい機能も実現できますし、バージ

ョンアップもできます。ですから必要に応

じてソフトウェアをバージョンアップしてい

きたいと思います。ハードウェアっていう

のは、制限がありますけど、ソフトウェア

ならいくらでも変更できるんですね。これ

からはどういったものをいまの製品につけ

加えていくのかっていうことになるんです。

基本的にこれはデジタルの音声とデータ

をいっしょにする機械なんです。電話をか

けると電子メールとして届くようにするこ

ともできますよね。もちろん、声によって

アクションを変えることもできるわけです。

日本ではSOHOは受け入れられそうですか？

東京にはSOHOがもっとあっていいし、

東京だからSOHOが活きるんではないかと

思います。オフィスの値段も高いですし、

交通の問題もそうですよね。きっと伸びう

る市場だと思いますよ。

サテライトオフィスがはやったときは、会

社は勤務態度についてチェックできないわ

けですし、みんなで飲みにいけなくなるの

で、消えていってしまったといわれていま

すが、テレコミュニティっていうのは、ぜ

んぜん会社に行かないのではなく、週2日

は会社に行ってコミュニケーションをして、

週3日は自宅で仕事をするということなん

です。ですから、コミュニケーションが不

足することはないと思います。全部がなく

なってしまうわけではないんですよね。サテ

ライトオフィスは「別のオフィス」という

感じもありましたが、SOHOは「同じよう

なオフィス」ということをいっているんで

す。ひょっとすると、当社の製品には「飲

み屋の機能」も付けないとならないかもし

れませんけどね。

日本では、まだ１人１人の机の上にコン

ピュータがあるわけではないですが、誰か

の机の上のマシンを使って電子メールをや

りとりできるようにはなってきていますよ

ね。これからは、ますますネットワーク化

は進んでいくと思います。

アセンド・コミュニケーションズ社
f創立者　ジェイ・ダンカンソン
セールス・マネージャー ラリー・ジャクソンs

lhttp://www.ascend.com
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岡田志乃助さんは、広告デザイン、ロゴ

デザインなどを中心に活躍するグラフィッ

クデザイナー。事務所は「株式会社ページ

フィールド」という名前だ。最近はインタ

ーネットマガジンのアートディレクターで忙

しい。仕事で使っているのはもちろんマッ

キントッシュ。パソコンや通信も大好きと

いう岡田さんは、インターネットマガジン

編集部と仕事を始めるにあたって、インタ

ーネットの導入を決意したのだ。

雑誌の仕事というのは、どうしても不規

則になりがち。ましてや同じ場所にない編

集部や時間との戦いの中でうまくコミュニ

ケーションをとりながら仕事すすめていくの

には、インターネットはどのように利用し

ているのだろうか？

ページフィールドさんのシステム構成＝

マッキントッシュは11台ある。5人のスタ

ッフに1台ずつある。しかも共通のファイル

サーバーとして1台用意してある。

インターネットマガジン編集部との間は

ISDNのバランスド接続で128Kbpsでファ

イルの転送が可能。インターネットへはIIJ

のネットワーク型ダイアルアップIP接続

（同期64Kbps）で接続。すべてのマシン

からIP接続できるようになっている。

そもそもコンピュータと出会ったきっかけば

どんなことですか？

この事務所を始める前に勤務していた会

社で、DTPの専用機の広告の仕事をした

ときですね。そのときに初めてコンピュータ

を使ってデザインとかができるということを

知ったんです。もともとワープロが好きだ

ったんですね。デザインのラフを作るときに

手書きで文字を書かなければならなかった

んですが、私はレタリングが下手だったの

でワープロを使っていたんです。ちょうどそ

のころマッキントッシュIIが出てきて、日本

でも本格的にDTPが流行ってきたんです。

その後はほとんどマッキントッシュを使った

デザインの仕事をしています。

現在こちらの事務所では何人くらいで仕事

をされているのですか？

5人です。コアタイムのないフレックスタ

イム制ですから、みんな好きな時間に来て

仕事をしているっていう感じですね。

ここに勤務していない人でも、自宅からコ

ンピュータネットワークを使っていっしょに

仕事をしている人もいるのですか？

パソコン通信を使える人を含めても3人

くらいですね。インターネットを使える人は

まだ1人しかいません。ニフティサーブはも

う特別なものではないですね。ほとんど誰

でも使えますし。

コンピュータネットワークを仕事で使う前

と後で変わったことはありますか？

単純に、いろんなことの効率がよくなる

ということですね。一方で納期のスケジュ

ールがきつくなるような傾向にありますけど

（笑い）。だから自分で自分の首をしめてい

るような感じもしますよ。

ネットワークを使うからっていって、まる

で人と会わなくてすむというようにはならな

088 INTERNET MAGAZINE 1995/11

CASE STUDY

グラフィックデザイナー

岡田志乃助さん

SMALL OFFICE
HOME OFFICE

そんなに無理はしてません。
できるところから1つ1つ
やっています。

1

パーソナルオフィスを実
現している3人に聞い
てみました。
“私のSOHO体験記”
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いと思います。もちろん、いままでの作業

から考えると半分くらいは会わなくてもよ

い用件だったような気がします。

そのうち、ネットワークでスタッフを募集

して、CU-SeeMeで顔を合わせて頼めれ

ばいいようになるといいですけれども。

いまのコンピュータネットワークになにか不

満はありますか？

グラフィックデザインの場合は、データ

が大きいんですね。ちょっと画像データと

か使うと何十メガバイトにもなってしまい

ます。もっと高速な回線がないと、簡単に

データを受け渡たしたりすることは難しい

と思います。

この事務所のコンピュータ環境について教

えてください。

最近はリモートルーターを導入して、

64Kbpsのネットワーク型のダイアルアップ

IP接続ができるようになりました。それに

インターネットマガジンの編集部との間で

ISDNで128Kbpsで通信できるファイルサ

ーバーを作りました。これは電源をリモー

トで投入できるようになっていて、事務所

に誰もいなくてもファイルのやりとりができ

るようになっています。できあがったデータ

を好きなときに持っていけるようになってき

ましたね。こういうことがそんな特別なも

のを必要としないでできてしまうっていうの

はいいですね。あとは回線が1.5Mbpsくら

いになると、いよいよ会社にこなくてよく

なるかもしれません。でも、自宅には自分

の仕事部屋がありませんし、実は自宅で仕

事するのはいやなんですよ。スタッフとのコ

ミュニケーションという意味では全然不安

ないけど、プライベートと仕事がごちゃご

ちゃになりそうです。

今後の課題は何ですか？

これからは、デザインと編集と印刷をど

うやってコンピュータネットワークでつなぐ

かというところのにいちばんの興味がありま

す。作業の流れがせっかくコンピュータ化

されても、一部にアナログの要素が入って

くるといきなり効率が落ちるんです。でも、

あんまり欲張ってはいないですよ。できる

ところか徐々にやればいいと思っています。

つぎのステップとしては、サーバーだけは

なくて、自分のマックを起動してファイル

を取れるようにするっていうことですね。そ

うなれば、他の場所に行ったときでも、あ

のファイルが欲しいなんて思っても、自由

にファイルが取れて便利だし、なにしろ安

心ですよね。

共有するものがあれば、物理的に同じ場所

で働く必要はないと思いますか？

仕事するっていうことは、結局は人と人

ですよね。これからはスタッフの管理につ

いて考えないとだめかもしれませんね。ネッ

トワークでつながっているからっていっても、

個々に任せておいて、個々が走りすぎでも

だめなところがありますから。

ここにある機材の選定や設定は自分でやっ

たのですか？

もちろん自分ですべて機材を導入したり、

設定したりしてきています。けっこうそれ

はそれで大変なんですよ。でも、基本はパ

ーソナルコンピュータですからね。ちょっと

がんばればなんとかなります。ただマッキン

トッシュだけでなんとかしたいと思っている

ところがちょっと難しくしているかもしれま

せん。

こういう小さなオフィスはちょうど孤島

みたいなものです。個人が小さな島に行っ

てしまったら、サバイバルするしかないでし

ょう？なんでも自分でやらなければならな

いんです。その代わり、自分で好きにでき

るということもありますね。多少の故障な

ら自分で直せるくらいの知識がないと、

SOHOなんてとてもできないです。要する

に自分で工夫してできるということがおも

しろいわけですよ。

Figure :ページフィールドのシステム構成図
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千葉哲也さんは、アポロ出版という出版

社で「月刊くるま選び」や「月刊マイカー

購入ガイド」という雑誌を編集していたプ

ロの編集者。クルマ好きで、会社の規模な

んて関係なく、楽しい仕事がしたいという

人。出版社を退職し、独立後はDTPをて

がげ、そして現在ではWWW上での自動車

専門誌「オート・アクセル・トゥデイ」を

創刊したのだ。

ユニークなのはWWWサーバーがアメリ

カにあるということ。日本からはネットワ

ークでメンテナンスする。事務所は自宅の

マンションに付属しているロフト。スタッ

フは日本にあと2人。ほとんどはネットワー

クでコミュニケーションをしながら仕事が進

むという。

まだ、有料サービスではないが、今後は

広告収入や読者からの購読料の徴収システ

ムなどを考えている。

千葉哲也さんのシステム構成＝事務所は

東京都中野区と富士山のふもと河口湖に

ある。中野区の事務所には、マッキントッ

シュのクアドラ8100/80とLC575。インタ

ーネットへはリムネットのダイアルアップIP

接続（28.8Kbps）だ。

いままではどのようなお仕事をされていたの

ですか？

編集の仕事って、結局は写植屋さんとの

戦いなんですね。写植屋さんが昼間にやっ

た仕事を夜中に校正するんですね。これを

なんとか編集主導でできないかとずっと思

っていて、DTPを調べたりしていたわけで

す。その後、「月刊マイカー購入ガイド」

という雑誌の編集長をやらせてもらったと

きに実際にDTPを導入したわけです。

そして一昨年、会社を辞めたわけです。

編集の仕事っていうのは、編集部にいなけ

ればならないというものでもないですし、あ

る程度流れがわかれば、人に迷惑をかけな

いように共同作業ができるのではないかな

と思うようになってきたんですね。

こちらは自宅兼事務所なんですね。この

WWW雑誌を編集しているスタッフの方は

何人くらいいらっしゃるのですか？

日本のスタッフは私を含めて3人です。1

人は英語版のための翻訳を担当しています。

基本的なコンテンツは私が担当しています。

もう1人はビジュアルの制作を担当してい

ます。

それから、サーバーはアメリカにあるので

すが、コンピュータのメンテナンスやサポー

トをしてもらっている人がアメリカにいま

す。

サーバーはアメリカにあるそうですね。具体

的にはアメリカと日本ではどんな流れで仕

事をしているんですか？

日本でHTMLを使ってページを作り、それ

をアメリカのサーバーにファイル転送してい

るわけです。アメリカのスタッフとの連絡は

電子メールですね。日本で夜にメールを出

すと、アメリカは朝なので、連絡がとれるわ

けです。一日に1ステップずつ進むっていう

感じですね。

日本のスタッフともほとんど会ったりし

ませんね。もちろんビデオテープを渡さない

とならないとか、写真のポジフィルムを渡さ

ないとならないというようなこと以外は、ほ

CASE STUDY

雑誌編集者

千葉哲也さん

SMALL OFFICE
HOME OFFICE

毎日が日曜日。最初の半年は
コレで苦しみました。
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とんどメールですんでいるといってもいいで

しょう。

スタッフと会わなくても支障はないですか？

それほど感じませんね。それに私はたば

こが嫌いなのですが、相手はたばこを吸う

わけです。同じ部屋にいてたばこを吸われ

たら私はたまりませんし、相手も気兼ねし

てしまいますよね。その人の好きな環境で

仕事ができるというのはいいのではないです

か？

会社員としての生活から環境が変わって一

番大きな変化はなんですか？

誘惑が多いということですね。これには

会社を辞めてから半年間は苦しみました。

毎日が日曜日ですからね。仕事をしなけれ

ばしないですみますし。もちろんお金も入っ

てきませんけどね。朝、テレビをつけたら、

そのままお昼になって「笑っていいとも」ま

でいっきにいってしまいますね（笑い）。堕

落してしまうんですよ。

それから、部下を4人くらい使って雑誌

を作っていたころから考えると、仕事の手

離れは悪いですよ。当然ですけど。ここまで

やったからあとよろしくねっていうわけには

いかないですね。でもこれは時間の問題でし

ょうね。もうちょっとやっていくと、いま関

わっている人がみんな編集作業の中のどこ

をやっているのかっていうことがわかってき

て、ちょっと急がなくてはならないなとか、こ

れは明日でいいやっていうことがわかるよう

になると思います。

こうしたことは、顔を合わせないというこ

とで起こる問題ですね。

そうですね。いままで同じ編集部でやっ

ていた人でもないですしね。だから、しば

らくはひな形が必要ですよね。あとはミー

ティングも必要ですね。でも業務のミーテ

ィングというようりは、擦り合わせのため

のミーティングがいるんだと思います。つま

り、会えない環境だと、相手に合わせよう

とする努力をすると思うんですね。アメリ

カのインターネットの制作をする会社と仕

事をしようとしているのですが、向こうは

こちらの編集方針に合わせようとしてくれ

ますよ。そうでなければ、私に契約を切ら

れてしまいますし。会えない環境ですから、

こちらからは一生懸命に意図を伝えようと

するし、向こうもそれを汲み取ろうとする

わけですね。30分くらいで会えるような環

境にあると、甘えてしまうところはあるで

しょうね。

発表してすぐそんな情報が得られるなんて、

車が好きな人にはたまらないですね。

それは、インターネットっていう仕組みが

速いのであって、私が努力して速くなってい

るわけではないんです。誰がやっても同じ

に速くできるんです。だから、速さをあまり

メリットとは思ってませんね。ただ、できた

ものがすぐに読者に渡せるっていうのは大

きいです。

ただ、何もやらなければ、何も起こらな

いんですね。月刊誌なら、1日くらいなに

もやらなくったって大丈夫ですけど。現在

は1日4ページ～5ページくらいは作ってい

ますよ。だから月刊で120ページくらい。

英語版もありますから、200ページくらい

は作っています。

今後はスタッフも増やしていくのですか？

当面、スタッフを増やすことは考えていま

せん。もし、いまのスタッフが独立したいっ

ていいだしたら、個人としてなりたつように、

資本を差し向けられるならそうしていきた

いですね。

仕事上困ったことはないですか？

仕事をするときに、会社の名前っていう

のはけっこう大きな意味がありましたよね。

メーカーにいって話をするにしても、前は

会社の名前とか雑誌の名前をいえば、業界

の人は知っているわけですから、話は早い

んです。でもそうでなければ、「インターネ

ット」っていうのがあってね、なんていうと

ころから説明しないと、なかなかわかって

もらえない。

大きな会社でも動かしているのは個人で

すよね。結局はつきつめていくとパーソナ

リティなんですね。でもそれだけだと成し遂

げられないので、企業があって、資本があ

るわけですよね。

これからは、起業家精神がこれからは重

要視されるようになるでしょうね。

Figure :千葉哲也さんのシステム構成図
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鈴木恭子さんは、北海道のシステムハウ

スである株式会社ビー・ユー・ジーの広報担

当。ご主人は別の会社にお勤めだが、北海

道から東京に転勤になり、それを機会に会

社から「フレックスプレイス」という制度が

適用されたとういわけだ。つまり会社が全

面的にバックアップしてくれているという恵

まれた環境だ。

東京の聖蹟桜が丘にある自宅のマンショ

ンの1室が事務所。4畳半くらいの部屋に

は会社から支給された机、いす、コンピュ

ータなどが並ぶ。雑誌や資料などもそろっ

ていて、会社の一室という演出はバッチリ。

部屋の片隅にはスキーやゴルフバッグが置

いてあるところもなかなかいい。

鈴木恭子さんのシステム構成＝パソコン

はマッキントッシュのクアドラ900。北海

道の本社とはISDNでダイアルアップする。

通信機器は自社のリモートルーターである

「RouteOne」。もちろん全社的に電子メー

ルでコミュニケーションをとっている。

なんでこのような状況になったのですか？

札幌に本社があるビー・ユー・ジーとい

う会社に入社してちょうど5年目です。今

年の3月に主人が東京に転勤になることが

決まって、社長に相談したところ、いまま

でも東京の出版社とかにも出張していまし

たから、それなら東京でも仕事が続けられ

そうだということになったわけです。そのと

きは、てっきり渋谷にあるビー・ユー・ジ

ーの営業所に机をもらえるのかなぁなんて

思っていたら、社長に「渋谷の営業所に出

社する意味ある？」なんていわれたわけで

す。確かに情報交換としては行く意味はあ

りますけど、営業所に出社するというのは

業務としてはあまり意味がないんですね。

そこで自宅で仕事をするということになっ

たのです。

情報が届かなくなるんじゃないかなぁと

思ってとても不安でした。ビー・ユー・ジ

ーの場合、プロジェクトのメーリングリス

トがあって、そこで情報交換をしています

から、情報が届かないということで困るこ

とはそれほどありませんでしたね。

広報という部署では何人くらいの人が働い

ているんですか？

私を入れて3人ですね。あとはみんな札

幌に勤務していています。札幌でないと受

けられない取材もありますからね。あとは

広告とかパンフレットを作る仕事も札幌で

やっています。東京で私がやっているのは、

出版社との対応とか、製品の広報関係で

すね。これは全部ここでやっています。

連絡方法はやはり電子メールですか？

社内的な連絡は電子メールでほとんどや

りますね。最初は孤立しちゃうんじゃない

かと思っていたのですが、メールでのやりと

りでカバーをするように努力しましたし、ニ

ュアンスの分かりにくいところはこまめに電

話をしたりしていました。最初は行き違い

もあって、1人で部屋で落ち込んだりして

ましたよね。でも電話で話をすれば、たい

したことではなかったりして。

自宅でやっていると仕事とプライベートが

ごちゃごちゃになりませんか？

CASE STUDY

システムハウス広報

鈴木恭子さん

SMALL OFFICE
HOME OFFICE

前よりも自分に対しては厳しく
なってきましたよね。
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家にいたら仕事しないんじゃないのって

よくいわれますけど、何月何日のプレス発

表は全部やってねっていう感じで頼まれま

すから、そのときまでに準備をしておかな

いとみっともない結果になりますから、こ

の時期にここまでできていないとだめだぞ、

なんて思って、夜中でも仕事をしたりして

いますね。

最初はやっぱり強靭な精神力がいるんじ

ゃないかと思っていたんですよね。札幌で

もわざわざパワーブックをもって帰って、仕

事を全然しないこともありましたし。それ

はきっと、「家でもできる」っていう程度だ

からじゃないですか？「家でしかできない」

っていうことになれば、プライベートと仕事

って切り替えられてしまう。ここしか私が

仕事をできる場所はないんだって。

どうしてもやなときは、留守番電話にし

てしまいますね。業務終了なんです（笑い）。

日曜とか土曜とか、電話が鳴っていても無

視してしまうこともありますよ。

仕事がやりにくくなったりしませんか？

前よりも自分に対しては厳しくなってき

ましたよね。いままでは誰かに甘えてしま

うっていうか、「あれお願いしましたよね」

なんて人のせいにしたりしてました。最初

は以前の感覚でやっていて、いろんなもれ

が出てきてしまったんですよね。でもよく考

えると確認すればいいことですからね。いま

までは隣の人もなんとなくこちらを気にし

ていてくれて、気を利かせていてくれたよう

なことがまったくなくなるんですね。最初は

それを防ぐためにメールが増えたんです。す

ごく細かいことも確認しないと心配で。そ

れが負担に思った時期もありましたけど、最

近は割り切っていますよ。

いまでは、隣に座っていた人が離れたっ

ていう感じではないですね。逆に展示会の

担当が私になったとき、機材の手配はどう

するのかとか、デモを作るのは誰かとか、ナ

レーションはどうするのかとか、以前より

緻密に作り込むようになりましたね。

こうした勤務になって、一番変わったこと

ってなんですか？

仕事の面というよりは、プライベートな

面でのプラスの部分がありますね。札幌で

仕事をしていたときは、自分に余裕がなか

ったんですね。同じ家の中のことができな

い状態でもイライラしてしまっていたんです

ね。仕事から疲れて帰ってきて、家の中が

ちらかっていたりするとガッカリするんです。

それが外に出かけなくてもていいということ

になると余裕が出てくるんです。

名刺には、自宅の住所が刷ってありますね。

そうです。会社の人にも迷惑かけたくな

いですから。会社に一度かけて、そこから伝

言してもらってでは、お互い負担が大きいで

すからね。会社にいる男性の中には「自分の

奥さんが自宅で仕事していたらいやだ」な

んていう人もいたんですよ。確かに、電話は

かかってくるわ、荷物は届くわ、人は来る

わ、ではね。

仕事の効率はどうですか？

すごく効率はよくなっていますね。会社

では集中してやりたいときに、内線電話は

かかってきますし、人に話かけられたりす

ると、あっという間に20分や30分すぎま

すよね。何となく席にいる＝仕事をしてい

る気になる、ということがなくなって、仕

事に対して「漫然と」とか「何となく」と

いうことがなくなったように思います。電話

もすべて自分のところにかかってくるものだ

けですから、余計なストレスが少なくなっ

たようです。

パソコンの設置は自分でやったんですか？

ここにきてからは、電話をかけながら

「え？これをどうするの？」なんてやりとり

しながら設定したんです。でも、誰も出張

してもらわなくてもなんとかなりましたね。

このモニターってすごく重いんですよ。腕

にあざを作ったりしてテーブルに上げたんで

す。ケーブルがなかったりとか・・・。

この部屋にあるものはどこまでが会社で用

意してもらったものなんですか？

机と椅子と、パソコン、回線、ほとんど

全部ですね。マンションを決めるときに、

ISDNを引きますっていうのは大家さんにい

ってありますけど、専用線はだめかもしれ

ませんね。社長はつぎは専用線だなんてい

ってますけど（笑い）。

Figure :鈴木恭子さんのシステム構成図
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ビー・ユー・ジーさんでは「3つのフレ
ックス」というのがあるそうですね。

「フレックスタイム」、「フレックスプレイ

ス」、「フレックスホリデー」というのがそ

れですね。「SOHO」といえばフレックスプ

レイス、つまり好きな場所で仕事ができる

ということですね。そもそも会社を札幌に

作ったのは、生まれ育った札幌で仕事をし

て生活したいのに、適した場所がないとい

うことだったんです。ですから、いっしょ

に仕事をしてくれるみんなもいろんな事情

があって、住みたい場所とかが変わってく

ると思いますので、受け入れられる柔軟性

があってもいいのではないかと思っているん

です。

SAPPORO JAPANBUGBUG 誰でもOKなんですか？

うちの会社の場合、他人に迷惑をかけな

ければいいんですよね。新入社員の場合は

先輩が面倒をみなければなりませんから

「ちゃんと会社に出てきなさい」っていうこ

とになります。あと受付の人が自宅で仕事

したいっていったって、それは無理ですか

らね。そういう意味ではその仕事に関係す

る人同士で話し合いがつけばいいことにな

っています。

通常の会社ですと、従業員とかプロジ
ェクトの管理という問題がありますが、
そのあたりはどのようにカバーされてい
るのですか？

問題がまったくないというのはウソです

が、損得の問題ですね。管理することで楽

なこともあるでしょうけど、従業員がスト

レスを感じることもありますから、トータル

では管理なんてしないほうがいいのではな

いかという考えもあるわけです。うちの場合

は管理しないんですね。ある程度みんなモラ

ルも高いですし、自主管理をしてもらうとい

うわけです。他人に迷惑をかけない範囲で

の自由ということです。従業員としては、

自己管理能力が期待されているんです。た

だ、これは自分にとって辛いという人もいま

すね。管理されないことの大変さもあるわ

けで、それだったら管理してほしいなんてい

う人ですね。とくにうちの会社の場合、放

っておかれるという感じがあるようですね。

現在「フレックスプレイス」を選択され
ているのは何人ですか？

従業員は105人のうち、十名前後ですね。

広報の鈴木のケースはけっこうまれですね。

多くの場合、週のうち何日かは会社に来る

っていうパターンです。札幌と東京でこれ

だけ距離が離れていても、それほどいまま

でと変わりませんね。本社にいたときもめ

株式会社ビー・ユー・ジー
取締役社長　服部裕之さん

■株式会社ビー・ユー・ジーのプロフィール

設立は1980年。本社は北海道札幌。

当時、北海道大学の学生だった服部社

長らで北海道のシステムハウスを作ろう

ということで設立したパソコンベンチャ

ー企業。その後、マッキントッシュ関連

のソフトウェア、ハードウェアを中心に

開発して急成長した。現在は北海の札

幌のテクノパーク内にすばらしい自社ビ

ルを持つ。資本金1億 6500 万円、

1994年度売り上げ29億5000万円の中

堅企業。ユ

ニークな組織

づくりと仕事

のやり方は有

名。
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ったに顔を合わせませんでしたから（笑い）。

基本的にはメールで情報をやりとりしてい

ますし、電話で話すこともできますからね。

当社のフレックスの制度はすべて電子的な

インフラの上に成り立っていますから、そ

れがなければみんなとっても大変ですよね。

「フレックスプレイス」で不都合などは
発生していませんか？

いままでだと、広報の人間が札幌から東

京にわざわざ行かなければならなかったの

に、いまでは東京にいますから、細かく対

応できるんですね。むしろプラスに作用し

ていると思います。もちろん、札幌でやっ

ていた仕事、たとえば開発に近い仕事とか

は東京に転勤する場合に切り離しました。

それをそのままやっていたらすごく大変だ

ったでしょう。特にマイナスの話題はいま

のところないですね。そして、これからは

出産の問題とかがたくさんでてくると思い

ます。実家とか自宅で働きたいという人が

増えるでしょうね。

ある程度、設備に投資しても、その人の

資質とか、それまでに会社で蓄積した知識

などを活かしてもらえるなら、決して高く

ないですよね。それよりも東京に出張した

りすればお金もかかるわけですから。

「フレックスプレイス」を成功させるポ
イントはなんですか？

まず、経営者にやる気がないとだめです

ね。始める前はいろんなことが起きそうで

不安ですよね。そういう不安な要素もやる

気があれば解決つきますよね。そうでなけ

れば、どうしようもなくてやめてしまうでし

ょう。ちょっと試そうと思うくらいじゃだ

めですね。

ビー・ユー・ジーでうまくいっていると

すると、それは私がやりたいからですね。で

きれば私は会社なんかに行きたくないし、

平日でも休みたいし。自分がそうしたいっ

ていうことはみんなもそうしたいわけだし、

それならがんばろうって思うわけです。本

気でないなら、やめたほうがいいですよね。

覚悟がいりますよ。

私は先月1か月間の休みをとったんです。

これは今度作った長期休暇の制度なんです

が、これも私が休みたかったから作ったんで

すね。普通、社長が1か月休むと大変なこと

になるんですけど、私が休まないとみんなも

休めないんですよ。遠慮もあるでしょうし。

私の場合、さすがに会社との関係を一切

断ち切って休むというわけにはいかないの

ですが、メールを読める環境を作っておけ

ば、戻ってきても半日くらいで復帰できる

んですね。つまり必要な情報はメールで届

いていたっていうことを夏休みに勉強した

んです。いつもどおり会社に行くときと、

アメリカで遊んでいるときと、些末なこと

を除けばほとんど同じだったんですね。ぜ

んぜん困りませんでした。

もちろん、トラブルもあって、メールでや

りとりしたこともありましたけど、戻って

きたときに空白がなければ、会社のみんな

にとっては、私が会社にいようといまいと

関係なかったんですね。社長がいないから

仕事が滞ったってことはないですね。

そのように考えていくと、会社という
「器」に集まることの意味というのはど
うなるのでしょう？

従来の「会社に勤める」という言葉の意

味は、「物理的に同じ場所に集う」という

意味が強いですね。社内でサテライトオフ

ィスの議論をしたときに、本社に出社でき

ないことの辛さっていうのがあったんです。

サテライトオフィスに通勤させられる悲哀

みたいなのがあるわけです。本社じゃない

と「飛ばされた」というような心理的なも

のですね。これは物理的な会社の持ってい

る帰属感だったと思うんですね。これから

のバーチャルな形での組織への帰属感は何

かっていうと、自分がその会社に帰属して

いることによって、自分が社会に対して果

たしている役割が明らかになっているかど

うかっていうことだと思います。自分がビ

ー・ユー・ジーに勤めている結果として、

社会にこんなに貢献しているんだっていう

ことを感じられればビー・ユー・ジーの社

員だって自信を持っていえるようになりま

すよね。そうでないと、「私はライターをや

っています」とか「広報をやっています」

とかいうことが自分のプロフェッショナリ

ティになって、会社に帰属することにはな

らなくなると思います。つまり、自分のプ

ロフェッショナリティをある時間提供して

給料をもらっているっていう図式ですね。

でも会社としては帰属意識を持ってもらっ

た方がいいと思うので、いろんな意味で社

会的な存在意義をきちんと持っていないと

辛くなると思います。こうしたことを経営

者が提示できないと、物理的な帰属がはず

れていく中で会社の存在は難しくなると思

いますね。

flextime... flexplace... flexvacation...

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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特別な機材はもういらない。
手に届くものだけで
ここまでできる！
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■プロバイダー経由にするか？会社にダイ

レクトに接続するか？

会社のコンピュータ環境を自宅から使っ

たり、電子メールでのやりとりを考える場

合、接続する方法としては、大きく分けて

2つある。つまりインターネットサービスプ

ロバイダー経由でやる場合と、会社がアク

セスのためのノードを用意し、そこにダイ

レクトにつなぐ場合だ。

前者の場合は、会社のネットワークがフ

ァイアーウォールで守られていたりすると外

部からの接続ができない可能性もある。

後者の場合、会社がインターネットに専

用線でつながっている場合、自宅からもイ

ンターネットへメールが出せるように構築

できる。つまり社内にあるコンピュータの

出店がたまたま自宅に来たという感じにな

るのだ。

コスト的な問題や社内リソースの有効活

用を考えると、SOHOのためにはプロバイ

ダー経由よりも会社へダイレクトにつなぐ

ほうが望ましいのかもしれない。

ここでは会社内にアクセスを受け入れる

ノードを設置するためのハードウェアにつ

いて紹介することにしよう。

ユーザー側の設備については、インター

ネットマガジン9月号のISNDに関する特集

などを参考にしていただきたい。

プロバイダー接続と会社に直接接続した場合

パターンB

プロバイダー 

会社 

ダイアルアップ 

ダイアルアップ 

パターンA自宅 

専用線 

internet

SOHOを実現するのに、ハードウェアはいったいどのくらいのものが必要になるのだろう。

実は特別の機材は必要ないのだ。ここではSOHOするための基本モデルと代表的な機材

について簡単に紹介することにしよう。

HARDWARE SELECTION
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PC/AT互換機はシリアル通信用のCOM

ポートを標準で4ポートサポートしてい

る。ハードウェアとしての実装は通常1

～2ポートだが、増設することで4ポート

まで利用可能となる。そこで、2ポート

程度のシリアルポートを持った入出力カ

ードの増設を行い、ウィンドウズNTサ

ーバーでCOM1からCOM4までをRASで

サービスする。

■拡張マルチI/Oカード

Justy JIF-03（ISAバス版）
株式会社トライコーポレーション
価格9,800円

16550互換シリアル2ポート、ECP/EPP対応パ

ラレルポート1つ、ゲームポート1つ、IDEコント

ローラ、2.88MB対応FDDコントローラ。すべ

ての機能をそれぞれON/OFFすることが可能。通

信速度115.2Kbps/ポート。実買価格で6,000円

から7,000円ぐらい。他にPCIバス版もある。

■拡張マルチI/Oカード

QuickStream/3
スワイヤトランステック株式会社
価格：148,000円

リモートアクセス用アクセスサーバー。アップル

トークとTCP/IPに対応し、最大115.2Kbpsを

サポートするモデムポートを3つ内

蔵。イーサネットインタ

ーフェイスは10Base-T

と10Base-2。

●1ポートから最大4ポートまでの
ノードを作る

Sアナログモデム接続F
もっとも簡単なのがアナログモデムを使ってアクセス用のノードを作ること。つまりサーバーとなるパソコンにモデムを複数つけておい

て自宅からダイアルアップするというパターンだ。ユーザー側もモデム以外の特別な機材は必要ない。

PC/AT互換機標準のCOMポートで足り

なくなると、より本格的な対応が必要と

なる。比較的安価な方法として、

PC/AT互換機用のシリアルポートの拡張

カードの導入である。ウィンドウズNTで

RASが利用できる8ポート程度のシリア

ル拡張カードを導入し、COMポートと

合わせて全部で10～12ポート程度を

RASでサービスする。ただしボードによ

っては接続するモデムの数によって使用

可能な通信速度が変わることもある。

■インテリジェントマルチシリアルカード

DigiBoard PC/8e
住商データコム株式会社
価格142,000円

シリアルポートを8ポート増設するISAカード。最

大38.4Kbps/ポートの速度が得られる。ウィン

ドウズNTでは割り込み（IRQ）を必要としない。

RISCプロセッサを利用したPC/8emという製品

では、最大115.2Kbps/ポートとなる。また、

PC/8emの他にPC/16em、PC/32emや、EISA

版のEISA/8em等、豊富な種類がある。

ポート数がある程度増えると、PC/AT互

換機での対応は将来性を加味すると現実

的ではなくなってくる。ここで登場する

のがコミュニケーションサーバーと呼ば

れるものである。通常、LANに接続する

Ethernetのポート1つと、外部との通信

に使う複数のシリアルポートという構成

となる。

■ターミナルサーバー

Livingston PortMaster PM2E
株式会社ヒューコム
価格610,000円

シリアルを10ポート持つPM2E-10、20ポート持

つPM2E-20、30ポート持つPM2E-30があり、

最初の2つは30ポートまで拡張できる。また、10

ポートのみで拡張できないが、小型で経済的な

PM2という機種もある。最大115.2Kbps/ポー

トの速度が得られる。プロトコルとしては、

TCP/IP/UDP、IPX、SLIP、CSLIP、PPP、

Telnet、Rlogin、PPP等。RIPによるルーティ

ング、Proxy ARP、オンデマンドダイヤル、コー

ルバックや、PAP、CHAP等の機能がある。

1-4 8-10 20-30

ハブ 

モデム3台 マッキントッシュ 
から設定できる 

イーサネットへ 
イーサネットカード 

8ポートRS-232Cボード モデム8台 

PC/AT イーサネットへ 
ターミナルサーバー 

10ポートから最大30ポートまで 

●8ポートから10ポート程度の
ノードを作る

●20ポートから30ポート程度の
ノードを作る

HARDWARE SELECTION
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ISDNのINS64を1回線用意し、外付け

のTAが1台、あるいは内蔵型のカード1

枚を用いて接続する。外付けの場合、

PC機との間のやり取りは非同期通信が

基本となり、INS64での通信もV.110で

非同期38.4Kbpsとなるのが平均の仕様

である。PC側に同期64KbpsのI/Fを用

意できて、TAでも同期64Kbpsがサポー

トされていれば、64Kbpsでの通信が可

能。外付けの場合、基本的にウィンドウ

ズNTのRASを用いて受けることになる。

内蔵型カードの場合、通常同期64Kbps

での通信が可能。

■高速非同期通信ターミナルアダプタ

AtermIT35
日本電気株式会社
価格84,800円

57.6Kbpsでの非同期通信が可能。AtermIT35

には非同期/同期PPP変換機能が搭載されてい

るので、INS64を同期64Kbpsで利用できる。ア

ナログポートを1ポート持っている。64Kbpsの

ディジタル専用線にも対応。

●1～2チャンネル（1B～2B）

SISDN接続F
快適なネットワーク環境を作るなら、多少コストもかかるがISDNに圧倒的に分がある。最低で64Kbps、最大で128Kbpsの通信

速度を得ることができる。安定性を考えても圧倒的にお勧めの環境だといえるだろう。

ISDN INS64では、2本のBチャンネルを

フルに利用して2か所と同時に接続をし

たり、2本をまとめて128Kbpsとしての

接続が可能である。

■ISDNボード

DigiBoard PC-IMAC
住友データコム株式会社
価格148,000円

1Bでの同期64Kbps通信。あるいは2Bを使っ

ての同期128Kbps通信が可能。ウィンドウズNT

での正式サポート品なので、RASサービスを利用

できる。

8チャンネルをサポートするには、ISDN

INS64を4回線用意する必要がある。上

記2チャンネル用のものを4つ導入するこ

とも考えられるが、価格、PC機内のス

ロット数などを考慮すると、8チャンネル

用のボードが考慮範囲となる。

■ISDNボード

DigiBoard PC-IMAC/4
住商データコム株式会社
価格580,000円

1枚のボードでISDN INS64を4回線、すなわち

Bチャンネルを8本接続することができる。ウィ

ンドウズNTの正式サポート品なので、RASサー

ビスを利用できる。

1B-2B 2B 8B

ここで紹介するのは、アクセスサーバーを作る場合の機材だ。価格的にみると高価なものもあるが、

ノード1つ分として計算すると、それなりに納得できるものではある。クライアント側の機器に関し

ては、本誌9月号でISDN特集をやっているので、そちらを参照して欲しい。

●2チャンネル（2B） ●8チャンネル（8B）

イーサネットへ 

イーサネットカード 

ISDNターミナルアダプター 

PC/AT

イーサネットへ 

ISDN回線へ 

イーサネットカード 

ISDNボード 

PC/AT イーサネットへ 

ISDN回線へ 

（2B）×4本 

イーサネットカード 

PC/AT

HARDWARE SELECTION
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定価で20万円を切る価格帯にISDN

INS64のリモートルーターが出てきた。

リモートルーター同士をPPPで接続する

ことで、LAN間接続が容易に実現でき

る。ルーター上の機能も豊富で、オンデ

マンド接続、コールバック等の機能が備

わっている。

定価で20万円を切る価格帯にISDN

INS64のリモートルーターが出てきた。

リモートルーター同士をPPPで接続する

ことで、LAN間接続が容易に実現でき

る。ルーター上の機能も豊富で、オンデ

マンド接続、コールバック等の機能が備

わっている。

■リモートルーター

YAMAHA RT100i
住商マシネックス中部株式会社
価格 260,000円（キャンペーン価格
198,000円）

1Bでの同期64Kbps、2Bでの同期128Kbps通

信が可能。また、デジタル専用線の64Kbpsと

128Kbpsにも対応。プロトコルはIPとIPXをサ

ポート。ルーティングプロトコルはRIP、また

SNMPプロトコルにも対応。ルーター間はPPP

で、接続は自動/手動とも可能。データ圧縮は

Predictor1とVJC。

SリモートルーターF
ネットワーク同士を接続するルーターの機能をもったISDNアダプター。中にはターミナ

ルアダプター（アナログポート）がついているものもあり、これ1台でコンピュータと電

話などのアナログ機器も収容できる便利なものだ。

Sモデム／ISDN混合F
アナログのモデムとISDNを適宜組み合

わせてサーバーを作りたい人向け。自分で

ボードを入れて組み立てる楽しさもある。

■リモートルーター

Ascend Pipeline 25
ネクストコム株式会社
価格148,000円（予価）

1Bでの同期64Kbps、2Bでの同期128Kbps通

信が可能。オンデマンドで1Bと2Bとの間を自動

切り替え。プロトコルはIPかIPXを選択。アナロ

グポートが2ポートあるので、通常の電話機、フ

ァクシミリ、モデム等の接続が可能。データ圧縮

機能は別売。

■リモートルーター

CISCO 1003
日本シスコシステムズ株式会社
価格197,000円

1Bでの同期64Kbps、2Bでの同期128Kbps通

信が可能。プロトコルは基本的にIPをサポート

し、ブリッジ機能も搭載。ソフトウェアとして

IP/IPX/ATセットを選ぶと、IPXとAppleTalkも

可能。ルーティングプロトコルはRIP、また

SNMPプロトコルにも対応。PCMCIAスロット

を持ち、FlashROMカードでもソフトウェアが導

入可能。

SOHOのケーススタディでも紹介した札

幌のビー・ユー・ジーが開発したユニー

クな商品。スロットが5つついており、こ

こにISDNのTAやファックスモデムを好

きな組み合わせで挿入できる。そしてこ

の機器をイーサネットに直結すれば、ア

クセスサーバーにもなるし、モデムプー

ルとしても使うことができるというもの。

まさにユニークな発想で作られた逸品。

■リモートルーター

ネットエントランス
株式会社ビー・ユー・ジー
価格197,000円

アップルリモートアクセス（ARA）のサーバーと

して動く。アップルトーク／IPゲートウェイ機能

も持ち、TCP/IPアプリケーションをARA経由で

利用できる。最大5台までのモデムやISDNのタ

ーミナルアダプタをセットでき、ダイアルアップ

だけではなく、モデムをシェアすることもできる。

イーサネット（10Base-5と10Base-T）インタ

ーフェイスを装備。

2B Free
●組み合わせ自在のアクセスサーバー●2チャンネル（2B）

ヤマハ RT100 i

イーサネットへ ISDN回線へ 

ヤマハ RT100 i

イーサネットへ ISDN回線へ 

HARDWARE SELECTION

ネットエントランス 

ISDN用TAか 
モデムボードを 
選んで入れられる 

イーサネットへ 

アセンドPipeLine25
アナログポート 

イーサネットへ 
電話へ 

FAXへ 

ISDN回線へ 
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SOHO用ソフトウェアガイド

いま話題のOSは
SOHOのためにある？！
【最新オペレーティングシステム事情】

■SOHO用システムの条件

ネットワークを敷く場合、考慮しなけれ

ばならない点がいくつかある。

まず、専任のアドミニストレーターなど

を置ける余裕があるはずもないので、構築

や運営に際してさほど複雑な知識を求めら

れないことが重要だ。線をつないでみたら

つながったというくらいにあっけないのがち

ょうどいい。それでもトラブルが発生する

ときには発生し、長い時間をとられてしま

うものだ。

つぎに、コストの点も重要だ。できるだ

け、安上がりにネットワークを構築できた

ほうがいいに決まっている。ちなみに、ピ

ア・ツー・ピアのネットワークで、サーバ

ーに占有されるパソコンをなくし、すべて

のマシンを通常の業務に使えるようにした

方がコストの負担は少ないが、ペンティア

ムマシンが20万円を切る価格で流通してい

る現状を考えると、必ずしもこの条件はあ

てはまらなくなってきている。上位機を購

入したときに、多少古さを感じてきている

486/33程度のマシンをサーバーに回すとい

った使い方でも十分に実用になるだろう。

何百台もの端末がぶらさがる大企業ならと

もかく、SOHOにおいて、最上位機をサー

バーにまわすことのメリットはそれほど大き

くない。逆に、10万円以下で廉価なマシン

を入手し、それをサーバーに仕立て上げる

という手もある。

さらに、電話回線やISDNを経由したリ

モートアクセスの機能が欲しい。28.8Kbps

のモデムがポピュラーになってきているい

ま、出張先や自宅から事務所のサーバーに

アクセスしたり、逆に、仕事場から自宅の

パソコンにアクセスできるのは、想像以上

の安心感と便利さを生む。機動性の高いノ

ートパソコンとの併用は特に便利だ。

従来のオペレーティングシステムでは、

SOHOどころかネットワーク機能は乏し

く、他のソフトウェアを導入しなければな

かった。しかし、最近話題の新しいオペ

レーティングシステムは、なんとSOHO機

能を包含し始めたのだ。

LANの普及が遅れていると言われている

日本だが、これを機会に一気にネットワ

ーク化が進む可能性もある。すでにコン

ピュータは1台ではなくネットワークで使

うのがあたりまえなのだ。

話題のウィンドウズ95の画面例

アップルリモートアクセス 

リモートアクセス 

PPPプロトコル 

自宅 

自宅 

Macintosh
Macintosh

Windows NT

Windows 95

リモートルータ 

プリンター 

Windows 95

ファイルサーバー 

自宅にいながらオフィスのネ

ットワークにつながったよう

に見える。

いろいろなOSのマシンが1

つのネットワークにつながり

共存できるようになってき

た。

オフィス内
ネットワーク

SOFTWARE SELECTION
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■ウィンドウズ95はSOHO用の

オペレーティングシステム？！

こうした条件を満たす最良の選択は、も

うすぐ日本語版がお目見えすることになっ

ているウィンドウズ95ではないだろうか。

価格的には米国版が90ドル前後でショップ

に並んでいるところを見ると、日本語版も

それに近いものになるだろう。また、新し

くパソコンを導入すれば、ほぼ例外なく基

本ソフトとしてプレインストールされてくる

のだから、余分な出費がネットワークカー

ドなどだけですむ点も大きなメリットだ。

ウィンドウズ95にビルトインされたネッ

トワーク機能は、ワークグループ単位での

ファイル共有とプリンタ共有を実現する。

ネットワークに接続された個々のパソコン

が持つディスク資源やプリンタ資源を、ど

のパソコンからでも利用できるというもの

だ。ネットワークをセットアップしたウィン

ドウズ95のデスクトップには、「ネットワー

クコンピュータ」というアイコンが表示さ

れ、それを新しいシェルであるエクスプロ

ーラでブラウジングしていくと、それぞれの

パソコンが公開しているリソースに容易に

アクセスすることができる。

ウィンドウズ95ではプロトコルとして、

NetBEUI、TCP/IP、IPX/SPX互換など

が使える。ウィンドウズ95だけで閉じたネ

ットワークであれば、設定などが容易な

NetBEUIを使うといいだろう。

■中核にはウィンドウズNT

一方、ウィンドウズNTは、マイクロソ

フトの次世代OSで、ウィンドウズ95より

も、潤沢なメモリやハードディスク資源を

必要とするが、その堅牢性や信頼性では、

互換性を保つために、様々な妥協を強いら

れているウィンドウズ95よりも数段上をい

っている。現行の日本語版の最新バージョ

ンは3.5となっている。

NTには「サーバー」と「ワークステーシ

ョン」の2種類があり、価格的にも大きく

違う。機能面での決定的な違いは、NTサ

ーバーがドメインコントローラーとして機能

できるのに対して、NTワークステーション

ではその機能が省略されている点だ。つま

り、NT ワークステーションのネットワーク

機能は、極端にいえば、ウィンドウズ95の

それとさほど違いがない、ワークグループ

単位のものとなっている。ただし、NTで

は、NTFSという専用のファイルシステム

を使うことができ、それでフォーマットさ

れたディスク上のリソースに対しては、フ

ァイル単位にもアクセス権の設定が可能だ。

NTサーバーが持つドメインコントローラ

ー機能は、ネットワーク全体をひとつのド

メインとして定義するもので、ログオンと

いう手続きを、個々のパソコンではなくネ

ットワークに対して行うことができるよう

になる。つまり、オフィスがあって、そこ

にネットワーク接続された複数台のパソコ

ンがあった場合、それぞれのパソコンは、

ドメインにログオンすることになり、相互

に情報を共有することができる。

もし、予算に余裕があるのなら、パソコ

ン1台をNTサーバー専用にし、その他のパ

ソコンはウィンドウズ95を使うというのが

理想的だ。特に、ノートパソコンとウィン

ドウズ95のネットワーク機能はPnP（プラ

グアンドプレイ）のサポートにより、PCカ

ードネットワークインターフェイスの抜き差

しのみで、ドメインへのログオン、ログア

ウトが完了する。もちろんホットスワップ

で、リブートの必要はない。その便利さは

筆舌に尽くしがたい。

ちなみに、ウィンドウズ95、ウィンドウ

ズNTともに、ダイアルアップPPPをサポー

トし、インターネットへの接続も容易だ。

■マッキントッシュもSOHOへの道を歩む

パソコン業界の盛り上がりは、ウィンド

ウズ95一色といった感じだが、マッキント

ッシュの方がどうなっているのだろう。

マッキントッシュは古くからアップルト

ークというネットワーク機能を持っていた。

知らず知らずのうちにマッキントッシュを

使っているユーザーの人はネットワークの

御利益にあずかっているのではないだろう

か？

最近の話題としては、マッキントッシュ

にもインターネットへのアクセス機能が付

加さたことだろう。「MacTCP」といわれ

るこのモジュールは、既存のマッキントッ

シュのネットワークとTCP/IPやPPPなど

のインターネットプロトコルを切り替える

一種の「スイッチャー」だ。

また、「アップルリモートアクセス」とい

う別売りのモジュールも用意されており、

これを使えばモデムなどを介して、離れた

ところにあるマッキントッシュのネットワー

クの一部になることができる。

いずれにしても、マッキントッシュの設

計思想どおりに、非常に簡単にネットワー

クを構築することができるわけだ。

SオペレーティングシステムF
ネットワークが難しいと言われていたのは昔の話。これからのオペレーティングシステムにはネットワーク機能はあたりまえなのだ。

ウィンドウズ95、ウィンドウズNT、マッキントッシュという3つのメジャーなオペレーティングシステムについて探ってみた。
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SOHO用ソフトウェアガイド

SOHOを活かすのはアプリケーシ
ョン、そしてあなたの運用
【アプリケーションのいろいろ】

●リソースの共有

これは、どんなネットワークOSでも備え

ている最も基本的な機能で、アプリケーシ

ョンレベルでとやかくいう問題ではない。こ

こでふれておきたいのは、アプリケーション

そのもののシェアリングだ。

たとえば、「マイクロソフト・オフィス」

や「ロータス・スーパーオフィス」など、

最新のアプリケーションは、サーバーへの

セットアップという機能を持っている。こ

のセットアップを選択することで、いった

ん、すべてのファイルがファイルサーバー上

に展開される。個々のパソコンは、公開さ

れたそのディレクトリにアクセスし、そこか

らセットアッププログラムを起動すること

で、CD-ROMやフロッピーディスクなどを

いっさい使わずに、セットアップができる。

また、ワークステーションセットアップを選

択すれば、ローカルのハードディスクにア

プリケーションをコピーするのではなく、サ

ーバーにプログラムを置いたままの状態で、

そこからロードすることができる。

肥大化したオフィスアプリケーションは、

ディスクの容量を占有しがちだが、こうし

た方法を使うことで、ローカルのディスク

を節約することができるわけだ。もちろん

使用許諾に見合ったライセンスが必要だ。

また、テンプレート類など、それぞれの

ユーザーが共通して使うファイルもサーバ

ー上に置いておけばいい。これは、ディス

クスペースの節約というよりも、アップデ

ートしたときに、再配布しなくてもすむと

いうメリットの方が大きいだろう。

マイクロソフトは、すでに、米国でウィ

ンドウズ95と同時に、「オフィス95」を出

荷しているが、それらを見ると、ネットワ

ークを強力にサポートし、ワークグループ

コンピューティングを効率的なものにする

ためのシカケが満載されていることがわか

る。

たとえばデータベースソフトの多くは、従

来からマルチユーザーによる同一ファイル

のオープンが可能で、同時に複数のユーザ

ーが同じファイルを編集することができた

が、新しい「エクセル」は同等のことがで

きるようになった。大量のデータを手分け

して入力しなければならないケースは少な

くないが、そんな場合に重宝するはずだ。

もちろん、全員が共有するべきデータベー

スは、サーバーに置いておき、誰もがアッ

プデートできるようにしておくべきだろう。

こうした情報の共有による便利さは、ネッ

トワークを導入したことで、最も最初に実

感できるメリットだ。

こうしたファイル共有の醍醐味はウィン

ドウズ95の「ブリーフケース」というアプ

リケーションに表れている。「ブリーフケー

ス」と名づけられた一種のフォルダーにフ

ァイルサーバーにあるファイルをコピーして

入れておくと、必要に応じてお互いが更新

されているかどうかをチェックして、実体

とコピーの内容を一致させることができる。

ファイル共有をより一歩すすめたこの概念

は特に紹介しておく価値のあるものだ。

ネットワークOSが安定して動き出したら、

今度は、そこで運用するネットワーク特

有のアプリケーションについて考えていこ

う。

ネットワークOSが安定して動き出したら、

今度は、そこで運用するネットワーク特

有のアプリケーションについて考えていこ

う。ネットワークOSが安定して動き出し

たら、今度は、そこで運用するネットワ

ーク特有のアプリケーションについて考え

ていこう。

「スケジュール＋」の画面例

SOFTWARE SELECTION

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET MAGAZINE 1995/11 103

SアプリケーションソフトウェアF
ケーススタディでも多くの人が証言しているように、離れたオフィスの人とのコミュニケーションには電子メールが不可欠。まさに

SOHOの血液と言ってよいだろう。

●共有できるPIM

また、マイクロソフトなら「スケジュー

ル＋」、ロータスなら「オーガナイザー」と

いうPIMがそれぞれのオフィス製品に入っ

ている。マイクロソフトは「オフィス95」

の日本語版をウィンドウズ95日本語版とそ

れほどラグをおかずに出荷するだろうし、ロ

ータスは、「オーガナイザー」の機能をさら

に強化したR2.1Jをリリースしたばかりだ。

これらに共通する強化ポイントとして、

グループスケジューリング機能があげられ

る。これまでは、個人のスケジュール情報

や、住所録などの情報を効率的に処理する

ためのものとして位置づけられてきたPIM

ソフトだが、その使い勝手のよさは、その

ままに性格を大きく変えようとしているわ

けだ。

たとえば、会議の日時を設定するにあた

って、会議室の空き状況、そして、参加メ

ンバーのスケジュールの空き具合などを確

認し、全員が空いている日時にスケジュー

ルを仮設定すると、個々のメンバーに電子

メールが発信され、それぞれが承諾すると、

スケジュールが正式決定するといった機能

が搭載されるようになってきているわけだ。

●電子メール

こうしたアプリケーションからも利用さ

れるように、ネットワークにおけるユーザー

間のコミュニケーションを担う電子メール

の存在は、きわめて重要だ。

SOHOをうまく運用している事例を見る

と電子メールや電子メールを使ったメーリ

ングリストなどの管理によって顔の見えな

いスタッフ間の意志疎通を図っている。そ

ういった意味でSOHOという体内をめぐる

「血液」のような役割をする重要なものと

なるだろう。

現在、パソコンLANの環境でポピュラー

に使われている電子メールソフトには、ロ

ータスの「cc:Mail」とマイクロソフトの

「マイクロソフト・メール」がある。エンタ

ープライズユースでは、事業所ごとに電子

メールを交換したり、インターネットメー

ルなどとの統合のことを最初から考えなけ

ればならないが、小規模なオフィスならば、

ウィンドウズ95やウィンドウズNTにオマケ

でついてくるもので始めてみてもいいだろ

う。ただし、これらの電子メールソフトで

はインターネットとのメールのやりとりはで

きない。そこで、メールサーバーとなるマ

シンにSMTPゲートウェイと呼ばれるメー

ル交換用のソフトウェアを導入しなければ

ならない。「cc:Mail」、「マイクロソフトメ

ール」のいずれもこうしたインターネットと

のメール交換をするためのモジュールが用

意されている。

●SOHOを成功させるにはアイデアが重要！

さらには、ネットワークゲームや、キー

ボードによる筆談を可能にするチャットな

ど、ネットワークを張ることによって利用

できるアプリケーションソフトの種類は多

岐にわたる。

企業ユースでは、ロータスの「ノーツ」

のようなグループウェアに注目が集まって

いる。マイクロソフトもそれに対抗する形

で、「エクスチェンジ」サーバーと呼ばれる

次世代のメッセージングシステムの開発を

急いでいる。これらを利用すれば、電子会

議システムのようなアプリケーションもすぐ

に実現できるし、日定型の共有文書データ

ベースなどの構築もたやすい。が、SOHO

という環境を考えた場合、大きな出費をで

きるだけ避けながら、最大限の効果をあげ

たいという欲求がある。この不況の中、エ

ンタープライズでも事情は同じだが、その

レベルや額が大きく違う。そのためには、

やはり、アイディアがものをいうのではない

だろうか。最低限のインフラを整えるだけ

でも、そこそこのコストがかかるのだから、

残りは、使い方のノウハウで、うまくやっ

ていきたいものだ。

mail

mail

mail

メールアドレスの一覧 

メール送信 

メールがコピーされてメールアドレ
スの一覧に登録されている人に届く 

mail mail

メーリングリストの考え方

ウィンドウズ95に付属する「ブリーフケース」の画面例
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